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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第92期
第２四半期
連結累計期間

第93期
第２四半期
連結累計期間

第92期
第２四半期
連結会計期間

第93期
第２四半期
連結会計期間

第92期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 17,887 17,578 9,226 8,848 35,406

経常利益 (百万円) 553 961 379 407 913

四半期(当期)純利益 (百万円) 194 531 265 193 240

純資産額 (百万円) ― ― 27,739 27,067 26,760

総資産額 (百万円) ― ― 38,475 34,795 34,507

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,288.511,305.831,266.84

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 9.29 26.09 12.68 9.53 11.55

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 70.1 75.8 75.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △52 1,064 ― ― 1,680

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △140 △183 ― ― 665

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 104 △747 ― ― △2,460

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,868 1,875 1,732

従業員数 (人) ― ― 1,243 1,213 1,230

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年9月30日現在

従業員数(人) 1,213（202）

(注) １　従業員数は就業人員(当社グループからグループ外部への出向者は除く。)であり、臨時雇用者数は、(  )内に当

第２四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載しております。

２　臨時雇用者には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年9月30日現在

従業員数(人) 551（98）

(注) １　従業員数は就業人員(当社から社外への出向者は除く。)であり、臨時雇用者数は、(　)内に当第2四半期会計期間

の平均人員を外書で記載しております。

２　臨時雇用者には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。　　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

金額(千円) 前年同四半期比（％）

ニュートリション事業部門 956,666 80.6

インターフェイスソリューション事業部門 2,643,601 99.5

アグリフード事業部門 3,155,318 94.0

合計 6,755,586 93.8

(注) １　金額は販売価格をもとに算出しております。

２　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

金額(千円) 前年同四半期比（％）

ニュートリション事業部門 1,348,724 91.4

インターフェイスソリューション事業部門 3,064,065 97.7

アグリフード事業部門 4,415,605 96.3

その他部門 19,976 67.3

合計 8,848,373 95.9

(注) １　いずれの事業部門にも属さない料理飲食等の売上については、その他部門の売上として計上しております。

２　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府から景気底打ちが宣言され一部に持ち直しの

動きがみられるものの、雇用悪化には歯止めがかかっていないなど、依然として予断を許さない状況とな

りました。

食品業界におきましても、消費者の生活防衛意識の高まりから、買い控えや低価格品へのシフトといっ

た節約志向が顕著になったことに加え、昨年来の原材料価格の変動は今期に入っても落ち着きを見せて

おらず厳しい事業環境となりました。 

このような環境の中で、引き続き当社グループは対処すべき課題として、①市場変化への対応、②販売

の強化（グローバル化）、③品質管理体制の維持・強化、④環境への取り組み、⑤人材育成、⑥業務改善に

よる全体最適化を掲げ、企業価値向上に取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は88億48百万円（前年同四半期比4.1％減）となりまし

た。 

　経常利益は４億７百万円（前年同四半期比7.4％増）、四半期純利益は１億93百万円（前年同四半期比

27.4％減）となりました。 

　

当第２四半期連結会計期間における事業の部門別の状況は次のとおりであります。

①　ニュートリション事業部門

緑茶抽出物は、国内市場でのサプリメント市場が低迷したことや、米国市場でのサプリメント製品

の拡販企画が不況の煽りを受けて遅延したことなどにより、売上高は減少いたしました。

　機能性アミノ酸（テアニン）は、国内市場での飲料用途が低調な動きとなりましたが、米国市場で

の飲料用途が好調に推移し、売上高は増加いたしました。

水溶性食物繊維は、国内市場で堅調に推移いたしましたが、海外市場でのサプリメント市場の低迷

により、売上高は減少いたしました。

　ミネラル素材は、乳製品用途や健康食品用途への採用もあり堅調な動きとなりました。

この結果、売上高は13億48百万円と前年同四半期比8.6％の減少となりました。

　

②　インターフェイスソリューション事業部門

乳化剤は、化粧品・トイレタリー用途はやや低調な動きとなりましたが、油脂用等の一般食品用途

は堅調に推移いたしました。

  乳化・可溶化製剤及び乳化食品は低調な動きとなりましたが、乳化安定剤は好調に推移いたしま

した。

増粘安定剤は、冷菓用途、高齢者食品用途が低調な動きとなりましたが、デザート用途、惣菜用途は

引き続き好調に推移いたしました。

この結果、売上高は30億64百万円と前年同四半期比2.3％の減少となりました。
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③　アグリフード事業部門

鶏卵加工品は、粉末卵や酵素処理卵は堅調に推移しましたが、国内卵価相場の影響もあり売上高は

減少いたしました。

　フルーツ加工品は、ヨーグルト用途は低調な動きとなりましたが、アイスクリーム用途は好調に推

移いたしました。 

蛋白加工品は、海外向けが低調に推移し売上高は減少いたしました。

　さつまいも加工品は、堅調な動きとなりました。

凍結粉砕製品はアイスクリーム用途やデザート用途への新規採用により、売上高は増加いたしま

した。

　即席食品用素材は、消費者の買い控え等の影響もあり、売上高は減少いたしました。 

この結果、売上高は44億15百万円と前年同四半期比3.7％の減少となりました。

　

④　その他部門

料理飲食等の事業を行っております。

売上高は19百万円と前年同四半期比32.7％の減少となりました。

　
当第２四半期連結会計期間における所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

日本の売上高は、飲料用途の乳化剤が好調に推移した他、アイスクリーム用途のフルーツ加工品も

堅調な推移となりましたが、他の商材は消費の低迷により販売としては伸び悩む結果となっており

ます。

利益としては、原材料・燃料油等の高騰も収束し営業利益としても順調な推移となっております。

この結果、売上高は83億51百万円と前年同四半期比8.4％の減少となりましたが、営業利益は４億

25百万円（前年同四半期は２億59百万円の営業利益）となりました。

②　アジア

アジアの売上高は、営業体制の拡充により中国における鶏卵製品の販売は増加となり、韓国等の地

域においても販売回復の兆しは認められるものの、世界的経済不況の影響は払拭はされておらず、販

売としては伸び悩む結果となっております。

また、中国の鶏卵製品等の製造及び販売については、飼料価格の上昇による原料高が再燃しており

諸経費等の圧縮に努めたものの、営業利益としては依然厳しいものとなっております。

この結果、売上高は６億71百万円と前年同四半期比0.4％の増加となりましたが、営業損失は97万

円（前年同四半期は57百万円の営業利益）となりました。

③　アメリカ

アメリカの売上高は、緑茶抽出製品(カテキン)の販売が計画に未達となり、機能性アミノ酸（テア

ニン）、食物繊維等の販売もやや低調な推移となりました。

この結果、売上高は４億３百万円と前年同四半期比7.9％の減少となり、営業損失は５百万円（前

年同四半期は78万円の営業損失）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比較して２億88百万円増加

して、347億95百万円となりました。主な資産の変動は、現金及び預金の増加１億43百万円、受取手形及び

売掛金の増加５億６百万円、投資有価証券の増加１億95百万円、商品及び製品の減少３億41百万円、有形

固定資産の減少２億29百万円です。 

　また、負債は前連結会計年度末に比較して18百万円減少して77億28百万円となりました。主な負債の変

動は、未払法人税等の増加１億４百万円、支払手形及び買掛金の減少１億27百万円、長期借入金の減少１

億42百万円です。

また、純資産は前連結会計年度末に比較して３億６百万円増加して270億67百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の75.7％から75.8％となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、18億75百万円

（前年同四半期連結会計期間末より６百万円増、0.3％増）となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動により５億99百万円（前年同四半期連結会計期間は64

百万円の資金の減少）の資金を獲得いたしました。その主な理由は、税金等調整前四半期純利益が３億

86百万円、減価償却費計上による自己金融効果２億65百万円、たな卸資産の減少による５億16百万円等

の資金の増加がありました。資金の減少については、仕入債務の減少による６億14百万円等があげられ

ます。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動により８億85百万円（前年同四半期連結会計期間は６

億９百万円の資金の減少）の資金を獲得いたしました。その主な理由は、定期預金の払戻による収入10

億１百万円が主なものとなります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動により32億95百万円（前年同四半期連結会計期間より

22億15百万円の減少）の資金が減少いたしました。その主な理由は、短期借入れによる資金の増加が５

億１百万円あったものの、短期借入金の返済による支出34億73百万円、長期借入金の返済による支出１

億46百万円、自己株式の取得による支出１億77百万円等の資金の減少によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた問題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２億52百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間
末現在発行数

(株)(平成21年９月
30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,513,70123,513,701
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であります。

計 23,513,70123,513,701― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 23,513,701 ― 7,730,621 ― 7,914,938
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

長陽物産有限会社 三重県四日市市山田町800番 2,348 9.98

向陽興産株式会社 三重県四日市市山田町800番 914 3.89

株式会社みずほ銀行
(常任代理人
　資産管理サービス信託銀行株式会社)

東京都千代田区内幸町一丁目１番５号　　　
(東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海アイラ
ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟)

798 3.39

有限会社和向 三重県四日市市赤堀一丁目８番18号 760 3.23

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21番27号 737 3.13

株式会社三重銀行 三重県四日市市西新地７番８号 715 3.04

太陽化学取引先持株会 三重県四日市市山田町800番 646 2.74

有限会社コーネン
愛知県名古屋市中村区下米野町一丁目24番
地

600 2.55

財団法人食品分析開発センター　　
ＳＵＮＡＴＥＣ

三重県四日市市赤堀二丁目３番29号 516 2.19

太陽化学従業員持株会 三重県四日市市山田町800番 415 1.76

計 ― 8,452 35.94

(注)　上記のほか、当社所有の自己株式3,306千株(14.06%)があります。 

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式     3,306,200

― ―

（相互保有株式）
 普通株式        20,700

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式　  20,179,700 201,797 ―

単元未満株式  普通株式　　     7,101 ― ―

発行済株式総数 23,513,701 ― ―

総株主の議決権 ― 201,797 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、自己株式が31株含まれております。　
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② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　太
陽化学株式会社

三重県四日市市　　　　　　山
田町800番　　　　

 　3,306,200― 　 3,306,200       14.06

（相互保有株式）　　　　　　株
式会社サンフコ

東京都千代田区　　　　　　 鍛
冶町一丁目８番３号

20,700― 20,700 0.08

計 ―  　3,326,900― 　 3,326,90014.14

 

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 520 710 884 899 960 979

最低(円) 470 470 658 750 840 810

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所(市場第二部)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間(平成21年

４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツに

より四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,918,947 1,775,285

受取手形及び売掛金 8,942,003 8,435,196

商品及び製品 3,251,914 3,593,726

仕掛品 482,525 501,770

原材料及び貯蔵品 2,642,800 2,663,500

その他 629,588 541,853

貸倒引当金 △86,688 △76,988

流動資産合計 17,781,091 17,434,343

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 5,791,316

※１
 5,902,596

土地 5,941,352 5,939,905

その他（純額） ※１
 2,806,150

※１
 2,925,506

有形固定資産合計 14,538,819 14,768,008

無形固定資産

のれん 154,595 162,627

その他 399,718 396,245

無形固定資産合計 554,313 558,873

投資その他の資産

投資有価証券 1,635,442 1,440,051

その他 314,077 333,465

貸倒引当金 △27,950 △27,325

投資その他の資産合計 1,921,570 1,746,191

固定資産合計 17,014,703 17,073,073

資産合計 34,795,794 34,507,417
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,656,871 3,784,189

短期借入金 1,436,602 1,480,796

未払法人税等 313,485 208,855

賞与引当金 286,337 214,143

その他 734,197 748,420

流動負債合計 6,427,495 6,436,406

固定負債

長期借入金 213,140 356,110

退職給付引当金 506,145 490,208

役員退職慰労引当金 311,780 293,070

その他 270,025 171,233

固定負債合計 1,301,092 1,310,622

負債合計 7,728,587 7,747,028

純資産の部

株主資本

資本金 7,730,621 7,730,621

資本剰余金 7,918,729 7,918,729

利益剰余金 13,681,152 13,314,249

自己株式 △3,055,121 △2,730,090

株主資本合計 26,275,382 26,233,510

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 231,521 134,911

繰延ヘッジ損益 △69,468 △91,827

為替換算調整勘定 △62,189 △169,847

評価・換算差額等合計 99,863 △126,762

少数株主持分 691,961 653,640

純資産合計 27,067,207 26,760,388

負債純資産合計 34,795,794 34,507,417
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 17,887,370 17,578,353

売上原価 14,667,972 13,988,293

売上総利益 3,219,398 3,590,060

販売費及び一般管理費 ※１
 2,753,119

※１
 2,698,303

営業利益 466,279 891,757

営業外収益

受取利息 18,832 9,145

受取配当金 38,778 19,757

持分法による投資利益 71,686 10,965

その他 106,211 109,080

営業外収益合計 235,508 148,948

営業外費用

支払利息 74,183 54,120

その他 73,688 25,069

営業外費用合計 147,872 79,189

経常利益 553,915 961,515

特別利益

前期損益修正益 17,595 －

固定資産売却益 26,568 －

その他 1,000 －

特別利益合計 45,164 －

特別損失

前期損益修正損 － 6,775

固定資産除売却損 － 13,955

たな卸資産評価損 142,361 －

その他 35,756 3,209

特別損失合計 178,117 23,940

税金等調整前四半期純利益 420,961 937,575

法人税等 174,583 364,884

少数株主利益 51,403 40,850

四半期純利益 194,974 531,839
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 9,226,687 8,848,373

売上原価 7,493,572 7,055,760

売上総利益 1,733,115 1,792,612

販売費及び一般管理費 ※１
 1,405,319

※１
 1,331,565

営業利益 327,795 461,046

営業外収益

受取利息 4,889 1,964

受取配当金 4,066 3,726

持分法による投資利益 25,791 7,906

為替差益 37,673 －

その他 53,663 38,657

営業外収益合計 126,083 52,254

営業外費用

支払利息 34,957 26,447

為替差損 － 71,576

その他 39,459 7,767

営業外費用合計 74,417 105,792

経常利益 379,461 407,508

特別利益

前期損益修正益 7,823 －

固定資産売却益 26,411 －

その他 500 －

特別利益合計 34,735 －

特別損失

前期損益修正損 － 6,775

固定資産除売却損 3,472 13,034

投資有価証券評価損 2,200 －

その他 1,364 1,109

特別損失合計 7,037 20,919

税金等調整前四半期純利益 407,159 386,589

法人税等 87,455 176,914

少数株主利益 53,753 16,609

四半期純利益 265,950 193,065
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 420,961 937,575

減価償却費 525,254 529,264

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,860 8,866

賞与引当金の増減額（△は減少） 45,887 72,193

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 21,235 18,710

受取利息及び受取配当金 △57,610 △28,902

支払利息 74,183 54,120

為替差損益（△は益） 6,000 △58,714

持分法による投資損益（△は益） △71,686 △10,965

有形固定資産売却損益（△は益） △26,568 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2,200 1,638

売上債権の増減額（△は増加） △602,661 △467,187

たな卸資産の増減額（△は増加） △724,370 458,623

仕入債務の増減額（△は減少） 547,000 △171,176

その他 2,435 △37,236

小計 139,401 1,306,808

利息及び配当金の受取額 60,378 32,279

利息の支払額 △73,937 △53,888

法人税等の支払額 △178,014 △221,125

営業活動によるキャッシュ・フロー △52,170 1,064,073

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △544,574 △1,025,732

定期預金の払戻による収入 145,366 1,026,509

有形固定資産の取得による支出 △280,300 △174,838

有形固定資産の売却による収入 56,423 14

投資有価証券の取得による支出 △14,356 △9,847

投資有価証券の売却による収入 500,000 －

無形固定資産の取得による支出 △5,117 －

その他 2,313 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △140,246 △183,894

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,548,500 3,483,820

短期借入金の返済による支出 △1,069,576 △3,555,360

長期借入金の返済による支出 △156,944 △159,268

自己株式の取得による支出 △48,779 △325,030

自己株式の売却による収入 65 －

配当金の支払額 △168,291 △164,937

少数株主への配当金の支払額 － △26,815

財務活動によるキャッシュ・フロー 104,974 △747,592

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21,534 10,508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,977 143,095

現金及び現金同等物の期首残高 1,977,951 1,732,056

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,868,973

※１
 1,875,152
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【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間において、特別損失の

「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、特

別損失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連

結累計期間では区分掲記しております。なお、前第２四

半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる

「固定資産除売却損」は19,454千円であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１　税金費用の計算

当社は、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示

しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 25,215,631千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　 24,658,879千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料手当 660,706千円

研究開発費 562,208

賞与引当金繰入額 101,829

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料手当 696,525千円

研究開発費 517,709

賞与引当金繰入額 119,863

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料手当 316,380千円

研究開発費 285,789

賞与引当金繰入額 69,296

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料手当 320,766千円

研究開発費 252,689

賞与引当金繰入額 79,788

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金 2,504,558千円

預入期間が３か月超の定期預金 △635,584千円

現金及び現金同等物 1,868,973千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在）

現金及び預金 1,918,947千円

預入期間が３か月超の定期預金 △43,794千円

現金及び現金同等物 1,875,152千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 23,513

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 3,315

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月11日
取締役会

普通株式 164,937 8平成21年３月31日平成21年６月10日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年10月26日
取締役会

普通株式 161,659 8平成21年９月30日平成21年12月８日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)

当社グループのデリバティブ取引は、ヘッジ会計を適用しているもののみである為、記載しておりま

せん。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計

期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30

日)

　

当社グループの事業は、「食品関連事業」並びにこれらの付帯業務の単一事業となっております。従い

まして、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

アメリカ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,710,83978,098437,7509,226,687 ― 9,226,687

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

401,772591,152 ─ 992,925（992,925) ―

計 9,112,612669,250437,75010,219,613(992,925)9,226,687

営業利益又は営業損失(△) 259,41657,304 △786 315,93411,861327,795

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

アメリカ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,123,399321,932403,0418,848,373 ― 8,848,373

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

227,874349,848 ─ 577,723（577,723) ―

計 8,351,274671,780403,0419,426,096(577,723)8,848,373

営業利益又は営業損失(△) 425,863 △971 △5,788 419,10441,942461,046

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

アメリカ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

16,876,087213,405797,87717,887,370 ― 17,887,370

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

718,5561,151,467 ─ 1,870,023(1,870,023)―

計 17,594,6431,364,873797,87719,757,394(1,870,023)17,887,370

営業利益又は営業損失(△) 466,059△33,322 15,445448,18118,097466,279

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

アメリカ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

16,240,498488,089849,76617,578,353 ― 17,578,353

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

333,066786,178 ─ 1,119,245(1,119,245)―

計 16,573,5651,274,267849,76618,697,599(1,119,245)17,578,353

営業利益 825,450 5,143 2,891 833,48558,272891,757

　

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

   アジア …………… 韓国、中国、インド
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　 アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 258,079 437,750 304,012 999,842

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 9,226,687

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

2.8 4.7 3.3 10.8

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　 アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 444,219 403,041 219,9331,067,194

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 8,848,373

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.0 4.6 2.5 12.1

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　 アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 575,387 803,587 529,7851,908,759

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 17,887,370

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

3.2 4.5 3.0 10.7

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　 アジア 米州 欧州 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 775,377 849,766 448,7952,073,939

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 17,578,353

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

4.4 4.8 2.6 11.8

　
(注) １　国又は地域の区分の方法 

　　地理的近接度により区分しております。 

２　各区分に属する主な国又は地域 

　　アジア：韓国、台湾、中国等 

　　米　州：アメリカ、カナダ、ブラジル等 

　　欧　州：ドイツ、スイス、イタリア等 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,305.83円
　

　 　

　 1,266.84円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 9.29円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 26.09円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純利益(千円) 194,974 531,839

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 194,974 531,839

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,995 20,388

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12.68円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 9.53円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純利益(千円) 265,950 193,065

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 265,950 193,065

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,972 20,253

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成21年10月26日に開催の取締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録され

ている株主に対して行う第93期の中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当金総額　　　　　　　　　　　　　　　         161,659千円

　②　１株当たりの額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  8円

　③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　平成21年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

太陽化学株式会社(E00472)

四半期報告書

27/29



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

太陽化学株式会社

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　
公認会計士    水   野    信    勝    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　
公認会計士    服　　部    則　　夫    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている太陽

化学株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、太陽化学株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月９日

太陽化学株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

指定有限責任社員
業務執行社員    
　　　 　 公認会計士    服　　部　　則　　夫    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員    　 公認会計士    伊　　藤　　達　　治    ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている太陽

化学株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、太陽化学株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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